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の中で一般化最小二乗法（ordinary least squares; OLS）と最尤推定法（maximum likelihood; ML）を
使って、両方の方法を比較した。特に、一般化最小二乗法を用いる際にはラグに対するグループを分割す
ることにより間接的バリオグラムパラメータを推定する。このラグの数(number of lags)は, バリオグ
ラムの推定量に多くの影響を与え, その推定値を用いたクリギング（空間予測）の結果にも影響を与える
可能性があるのでデータ数による適切なラグの数の選択は重要な問題になる。データ数による最適なラ
グの数を求めるために leave-one-out 交差検証（leave-one-out cross-validation; LOOCV）と赤池情報





る際に最尤法と赤池情報量規準を用いて、標本影響関数（sample influence functions; SIF）を導いて
影響力がある単数あるいは複数の観測値を見つける方法を提案した。そして、シミュレーション研究では、
大きい影響力を持つデータを作成し、提案手順にしたがって外れ値を検知できた。シミュレーション研究
により、提案方法の有効性を確認できた。適用例として、2010 年 1 月から 2012 年 12 月までの日本中国























標本影響関数（sample influence functions; SIF）を導いて影響力がある単数あるいは複数の観測値を見つける方
法を提案している。まず、シミュレーション研究により、大きい影響力を持つデータに対して、提案手法に
より外れ値を検知出来ることを示し、その有効性を検証している。また、適用例として、2010 年 1 月から 2012





おり、The 8th Asian Regional Section of the International Association of Statistical Computing において Wakimoto 
Memorial Fund を受賞している。これらの研究は、空間統計学に関する理論と応用への貢献は大きい。以上に
より、本論文は博士（学術）に値すると判断した。 
